
右手の防波堤に囲まれた港が大島美の浜漁港だ 



矢掛から南へ２０km、３０分。 
里山に暮らしていると、瀬戸内海を忘れて 
しまうが、そこには穏やかな内海が広がり、 
毎朝新鮮な魚介が水揚げされている。 



10.19、殻付き牡蛎の水揚げを期待して出かけたが今年は解禁が１ヶ月遅れるとのことで水揚げは一切無し。 
代わりにしゃこを一山手に入れた。東京から来たお客さんはその奇怪な形の動物の食べ方を知らなかった。 
初めて岡山を訪れた折のぼくもそうだった。	
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調理で出る魚の切れ端を求めてカモメが 
やって来る。とろ箱に入れておいてあ 
るのだがそこには来ない。店の人が中身 
を放り投げてやると大騒ぎで飛んでくる。 
北海道湧別港のカモメは船から車に積む 
魚を荒々しくかすめ取っていた。 



それだけあたりはのんびりしている。 


